
２ 臭気選別審査

注 意 事 項 ①
１ ２ ３ ４ ５

① 審査はリードを外して実施してください。
○ ○ ○ ○ ○

② 試技回数は３回とします。
１回目は、原臭、対照臭ともに指導者臭
とします。
スタート位置で無臭布をお渡ししますの
で、その場で臭い付けを行ってください。
２回目、３回目は、鑑識課員が作成した
臭気を付着させた布を原臭として実施しま
す。原臭はスタート位置でお渡しします。
３回目は原臭を取り替えます。３回目開
始前に新しい原臭をお渡しします。 ②

１ ２ ３ ４ ５
③ 審査時間は、１回の試技につき１分間と
します。

○ ○ ○ ○ ○

犬がスタートした時点から計測を開始し
ます。
（犬に原臭を嗅がす時間は計測外です。）
指導者の手元に犬が戻って来たところま
でを計測します。

④ 風向きにより、選別台の向きを変えたい
場合は、審査員に申告してください。
開始場所決定後は、背面で待機してくだ
さい。 ③

１ ２ ３ ４ ５
⑤ 選別台の準備ができましたら、その都度
声をお掛けしますので、それから開始して

○ ○ ○ ○ ○

ください。

⑥ 排便・排尿等は、減点とします。

⑦ 審査中、犬が逃走した場合で、３回目の
招呼に応じないときは、それ以降の審査を
中止します。

⑧ 審査終了後、使用済みの白布は、出口の
黄色の箱に御返却ください。


